
「縁」内容の解釈は詳しく説明します。

中島みゆき「縁（えにし）」の歌詞は、“縁ある人は万里を越えて結ばれ、縁なき人は目の前
ですれ違う”という、どうにもならない人間関係の摂理を軸に展開します。ここでは、歌詞の流
れに沿って、より深い意味を丁寧に読み解きます。
1. 冒頭 ―「縁ある人／縁なき人」という世界の構造

歌は最初に、世界を二つに分けます。
• 縁ある人 どれほど離れていても、必然のように引き寄せられる存在。 中国古典の「有縁
千里来相会（縁あれば千里を越えて会う）」と同じ思想が背景にあります。
• 縁なき人 どれほど近くにいても、顔を合わせても、結ばれない存在。 努力や好意では
どうにもならない“運命の非情さ”がここで提示されます。
この二分法は、歌全体の哲学的な土台となります。

2. 「万里の道を越えて引き合う」― 運命の引力
ここで語られる“万里”は、単なる距離ではなく、 時間・環境・立場・偶然をすべて越えて人
を結びつける力の象徴です。
これは恋愛だけでなく、人生の重要な出会い全般に当てはまる概念で、 実際に多くの聴き
手が「人生の必然を感じた出会い」を重ね合わせています。

3. 「顔を合わせてもすれ違う」― 縁の残酷さ
縁がない人とは、どれほど近くにいても結ばれない。 これは恋愛の痛みだけでなく、 家
族・友人・職場など、人生のすれ違いの普遍性を示しています。
みゆき作品の特徴である“救いのない現実描写”がここで強く表れます。

4. 語り手の告白 ―「私はあなたの毒になる」
歌詞の中盤で、語り手は自分の感情の重さを自覚します。

• 好きすぎて追いかけてしまう
• 相手にとって負担になる
• それでも気持ちを止められない
この部分は、恋愛の美しさではなく、執着・自己嫌悪・弱さを描く場面です。 中島みゆきの
歌詞が“人生の痛み”を真正面から扱う理由は、 彼女の作品が「生の不条理」を抉り出す
哲学的性質を持つためだと分析されています。

5. 「河よ 教えて」― 時間への問いかけ
“河”は、みゆき作品でしばしば象徴として使われるモチーフです。

• 流れ続けるもの
• 戻らないもの
• 人の力では止められないもの
語り手は、人に聞けない問いを“河”に託します。 これは、自分の気持ちの行き場を自然へ
預ける祈りのような行為です。

6. 終盤 ―「この縁は ありやなしや」
歌は最後に、核心の問いを投げかけます。
縁はあるのか、ないのか。
しかし答えは示されません。 この“宙吊りの問い”こそが、曲の最大の魅力です。
聴き手は自分の人生経験によって、 毎回違う答えを心の中で見つけることになります。

7. 歌全体のテーマ：縁は「努力ではどうにもならない力」
検索結果でも指摘されているように、 「縁」は人間の努力や意思ではどうにもならない瞬間
を描いています。
中島みゆきは、 “愛や出会いは個人の努力で得られるものではない”という不条理を、 哲
学的な視点で歌い続けてきたアーティストです。

8. 「縁」は恋愛の歌ではなく、人生の歌
この曲は恋愛を軸にしながらも、 実際には 人生の出会い・別れ・すれ違いの本質を描い
ています。

• 出会うべき人とは必ず出会う
• 出会っても続くかどうかは別の話
• すれ違いもまた縁の一部

こうした“縁の哲学”は、みゆき作品全体に通底するテーマです。


